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　まず、6001 番（2010 年 10 月採択）から 7084 番











1R ㄊᙙ හᐖ 㢎ᗐ
 03/6 㧏㏷㏳ಘࡡࡒࡴࡡஹᥦᶭᢇ⾙ 
 6HFXULW\ Ꮽධᛮࠉࢬ࢞ࣖࣛࢷ࢔ 
 $XWKHQWLFDWLRQ ヾチ 
 573 㧏㏷ࡡ㌷㏞ࣈࣞࢹࢤࣜ 
 0XOWLFDVW ୌᑊኣ㏳ಘ 
 &U\SWRJUDSKLF ᬧྒ໩ 
 0RELOH ࣓ࣁ࢕ࣜ 
 &RQJHVWLRQ ㍵㍭ 
 57&3 㧏㏷ࡡ㌷㏞ࣈࣞࢹࢤࣜ 
 &HUWLILFDWH ヾチ 
 (OOLSWLF ᳻ළ㸝᳻ළ㘵ᬧྒࡡྞ⛘ࡡୌ㒂㸞 
 .HUEHURV ࢢࣜ࣊ࣞࢪ㸝ヾチ᪁ᘟࡡྞ⛘㸞 
 *03/6 㸦ࡡࠔ03/6ࠕࡡᨭⰃᙟ 
 Y&DUG ྞๆ࢓ࣈࣛࢢ࣭ࢨࣘࣤ 
















は 1977 年に ISOで開始され、参照モデルが国際規













































































































































5）　Janet Abbate，“Inventing the Internet”，MIT Press，1999
6）　J. M. Utterback, Mastering the Dynamics of Innovation, HBS Press, 1994















IETF：Internet Engineering Task Force　インターネット技術の標準化を推進する任意団体
ISO：International Organization for Standardization　国際標準化機構
MPLS：Multi Protocol Label Switching　ルータによるパケット転送処理の高速化を実現する技術
OSI：Open Systems Interconnection　開放型システム間相互接続、ISOが定めた通信規約の体系
R：統計処理用プログラミング言語
TCP / IP：IETFが RFCによって定めた TCPと IPを核とする通信規約の体系
藤井　章博
法政大学理工学部応用情報工学科　准教授
工学博士。分散コンピューティングと通信プロトコルの研究に従事した後、電子商取
引システムの構築プロジェクトを実施。現在、情報通信技術のイノベーションが経営
や政策に与える影響に興味を持つ。
失われていることは明確である。その理由にまで立
ち入ると、個別の要素技術には独自の背景が様々に
存在しており、単純に文書数だけで議論することは
危険である。しかし、本稿で説明した語彙の頻度分
析に基づく計量書誌学的手法が、イノベーションの
ダイナミクスに対する第 1次の近接を与えてくれる
ことには異論がないだろう。
　科学技術政策における技術動向の調査には、特許
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